
トマトジャムになるまでを経験して

保育の振り返り

栽培をし収穫したトマトを冷凍して保存しておきました。冷凍トマトを使って、給食の先生の協力のもと、
トマトジャム作りをしました。年少、年中の時に、年長さんが作ってくれたジャムを頂いたことをよく覚
えていました。実際に作るとなると、「どうやって作るんだろう？」と興味いっぱいの子ども達の姿が見
られました。ジャムになる工程や、食育の話も教えていただきながら、トマトをお湯の中にいれ、少しづ
つ溶けていく様子をじっと観察した後、丁寧に優しく触れながら皮をむいていました。砂糖や、オレンジ
も入れていき、いろいろな音や匂いを身近で感じながら、鍋の中でトマトが溶けていく様子を観察したり、
お玉を使って混ぜてみたり、段々と形状が変わっていくことに気づきました。見て、触れて、感じて、五
感を使っての体験が出来ました。給食の時の会話で『ジャム作り楽しかった』『また食べたいな』という
声や、『苦手だったけどジャムにすると少し食べられた。』『トマトの味がした』という声も聞こえてき
ました。栽培から収穫、調理し、いただくという経験は、食べ物の大切さを改めて学ぶ機会となり、子ど
も達の心に残っていると思います。トマトは皮むきしたことで触感が変わるということを知ったので、食
べ物は調理法によっては、味も触感も違うということに気づいた子ども達でした。

(健康な心と体、言葉による伝え合い、自然との関わり・生命尊重、豊かな感性と表現、社会生活との関わり)

作成日2025年 11月12日(火)
対象児：5歳児 年長組
作成者：進藤早苗ねらい：・食材に触れながら給食の先生や友達と一緒にジャムになるまでの工

程や調理をする楽しさを感じる。

トマトの花
の色は？ 固まりから溶けて

きたよ
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